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１．はじめに

筆者らはイメージ力学という概念を提案してきた 。この概念を導入することにより、構造物のデザイ１ ､２) ）

ンをよくしたいというのが主旨である。既報の内容は石造アーチおよび木造構造物などを対象としている。

本論文では、橋梁上部工に石や煉瓦を貼る場合の、イメージ力学の適用について述べている。

２．橋とイメージﾞ力学概要

橋に石を貼る場合は、通常は分割された石を貼る。石を貼った構造物は石を組んで作った構造（組積造）

に見える。筆者らはこの石を組んで作ったように見える構造物をイメージ構造物と呼び、このイメージ構造

物に簡単な安定照査行い形状を決定することをイメージ力学と定義している。イメージ構造物としての組積

構造は、圧縮には強く引張には抵抗しないという特性を持っている。安定照査の条件としては、部材および

目地は圧縮には十分な耐力があり、引張には抵抗しないものとしている。石造アーチの場合、支間とライズ

が決まれば、架設時安定に必要な輪石厚は次式で計算できる 式 ､ 。( (1) (2))2)

T 0.02 0.26 ----------(1)≧ Ｌ＋ （半円の時）

T' T 2 ( ----------(2)≧ √ λ 欠円の時）

ここで、 ’は半円アーチおよび欠円アーチの架設時T,T

安定に必要な輪石厚 、 は支間 、λはライズ･支間(m) L (m)

比を示す。

３．橋梁上部工に貼る場合

アーチや桁橋に石や煉瓦を貼る場合のイメージ構造物

について以下に記す。

アーチ・ アーチ1)RC PC

もともとアーチであるために、ライズや輪石厚が確保 写真－１ 桁高変化がない桁に貼った例

でき、貼るのは容易である。

桁高変化が無い桁2)

桁高変化がない桁に石を貼り、目地が鉛直に入ってい

る場合について検討する（写真－１ 。軸力がない場合）

には、曲げ引張に抵抗しないので安全率がゼロとなる。

また、軸力がある場合には、ライズがゼロのアーチの一

部と考えることができる、この場合は軸力が無限大とな 写真－２ 目地を斜めにした窓

り、やはり不安定 となる。したがって、桁高変化がない

桁は石を貼るのには適さない。ただし、支間が短い窓などでは、目地を斜めにすると直線桁でも可能である

が 写真 、長い桁には適しない。( -2)

変断面桁3)

支点上で高く支間中央で低い変断面桁は、石を貼った場合にイメージ構造物が安定となる可能性がある。

この場合は桁高変化量をライズと見なす。変断面桁の桁高変化量は一般にアーチよりは小さい。しかしなが

ら、石橋でも支間・ライズ比 の例もある 。16 3)

４．設計手順

いま、支間 でライズ の アーチ（図 に石を貼る場合を例に取り、設計手順を示す。形状から、30m 3m RC -1a)
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イメージ構造物は支間 、ライズ の石橋とな30m 3m

る。次に、式 を用いて輪石厚を計算する。(1)(2)

T 0.02 30 0.26 0.86m ( ) -------(1)≧ × ＋ ＝ 半円の時

T' 0.86 2 3/30 0.38m ( )---(2)≧ √ × ＝ 半円以外の時

計算結果より輪石厚は 以上あれば安定であ0.38m

る。しかし、以下の２つの理由で半円の時の値

を採用する。まず、輪石が厚い方が重厚な0.86m

感じを与えること。次に、ライズが低いと、軸力

(2)が増加するために輪石が薄くてもいいという式

の意味が、力学の専門家以外には理解されにくい

。 、 、と推察するためである なお 図 ～ に-1b) h) L=30m

、 を基本とし、考えられる案を描いf=3m T=0.86m

ている。桁側面は壁石と輪石に分かれるが、両方

に貼る場合 図 とどちらか一方を貼る場合( -1b),c),d))

図 ､ ､ がある。イメージ力学では貼らない( -1e) f) g))

部分は鉄筋あるいは無筋コンクリートであり、貼

る部分が石あるいは煉瓦となる。輪石と壁石の両

、 、方貼り 壁石の目地を水平及び鉛直にする場合は

輪石外側の弧で壁石を切り取るよう処理してもよ

いが 図 、日本橋 など 、ライズが低い場合な( -1b) 4)
）

どは、薄い壁石が出てくる。薄い壁石は割れそう

に見えるので調整する方法もある。その案を以下

に示す。

-1c))①壁石を輪石まで伸ばす （図
3)
。

②輪石を厚い壁石まで伸ばす （図 ）
4)5)
。 -1d)

これらのほかに、壁石に石や煉瓦以外の模様を

付ける案 （図 もある。この部分は、イメージ
3) -1h))

力学の対象外として安定を照査しないという主旨

である。そのためには、模様のサイズを小さくし

たり、あるいは幾何学模様として、石やレンガに

見えないようデザインする必要がある 。
4)

５．終わりに

筆者らは一連の研究でイメージ力学の提案を行

ってきた。今回橋梁上部工について検討し、その

設計例を報告した。橋梁上部工に石や煉瓦を貼る

場合のデザインの参考になれば幸いである。
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図－１アーチに貼る場合
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